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大分市中心市街地地区　都市再生整備計画
平成２６年度　～　平成３０年度　（５年間） 大分県 大分市

（H25当初） （H28末） （H30末）
【歩行者通行量】 ※中間目標は任意

毎年実施している「大分市中心部における通行量調査」の土、日曜日の３５地点の合計通行量

【まちなか滞留時間】

毎年実施している「大分市中心部における通行量調査」によるまちなか滞留時間３時間以上の割合

Ａ1　基幹事業（市街地整備）

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30

A１-1 都市再生 一般 大分市 直接 大分市中心市街地地区　都市再生整備事業 874.5

　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

合計 874.5

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

　 　 　 　

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0.0

番号 備考

大分市

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

0百万円

■大目標　中心市街地における都市機能の利活用の促進（都市機能の利活用による親しみづくり、親しみや調和の醸成）
 　□目標 １　中心市街地の南北一体化による都市機能の利活用と賑わい促進
 　□目標 ２　人にやさしい魅力ある都市空間の育み

288,290人 320,000人 350,000人

29.7% 35.0% 40.0%

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

【歩行者通行量】
　　中心市街地における「歩行者通行量（土、日曜日：35地点）」を288,290人（H25）から350,000人（H30）に向上
【まちなか滞留時間】
　　中心市街地における「まちなか滞留時間（3時間以上の割合）」を29.7％（H25）から40.0％（H30）に向上

社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

効果促進事業費の割合
0.0%

（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

874.5百万円 Ａ 874.5百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ

大分市 高質空間形成施設事業 他　153ha

　 　

　 　

　 　

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

　 　

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）



（参考図面）

計画の名称 大分市中心市街地地区　都市再生整備計画

計画の期間 平成２６年度　～　平成３０年度　（５年間） 　大分県 大分市

平成２６年　９月　　日

交付対象

凡例
基幹事業

関連社会資本整備事業
効果促進事業

A-1
大分市中心市街地地区 都市再生整備計画事業
（高質空間形成施設、地域生活基盤施設 等）



都市再生整備計画（第１回変更）

大分市
お お い た し

中心
ち ゅ う し ん

市街地
し が い ち

地区
ち く

大分
お お い た

県　大分
お お い た

市
し

平成２７年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 153 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成25年 平成30年

％ 平成25年 平成30年

都道府県名 大分県 大分市 大分市中心市街地地区

計画期間 交付期間 30

■大目標　中心市街地における都市機能の利活用の促進（都市機能の利活用による親しみづくり、親しみや調和の醸成）
 □目標 １　中心市街地の南北一体化による都市機能の利活用と賑わい促進
 □目標 ２　人にやさしい魅力ある都市空間の育み

　当地区は、大分駅を中心とした153haの区域です。
　駅北地区は戦災復興の土地区画整理事業が行われ、大分県庁や大分市役所等の行政施設が立地し、複数の商店街や大規模商業施設などの商業業務機能が集積しています。
　駅南地区は大分駅周辺総合整備事業により新しいまちづくりが進んでいます。
　当地区のまちづくりは、「大分市総合計画」や「大分市都市計画マスタープラン」等の上位計画に基づき、大分駅付近連続立体交差事業や大分駅南土地区画整理事業、地域高規格道路庄の原佐野線等の関連事業の竣工と共に、情報文化都心の核施設
であるホルトホール大分が完成し、ＪＲ大分駅ビルの建設や新たな県下の芸術文化創造の拠点を担う大分県立美術館の完成が控えています。
　大分駅周辺地区においては、平成17年度から25年度にかけて社会資本総合整備計画を施行し、中心市街地における都市機能の充実及び魅力づくりの目標達成に向け、事業を遂行しています。
　また、平成20年には大分市中心市街地活性化基本計画を策定しています。本計画は、「あなたのライフスタイルを彩るまちへ」を基本コンセプトにした、商業再生を軸とする中心市街地の活性化策として取組んでいます。
　当地区は、第二期計画の実施により、「中心市街地における都市機能の充実及び魅力づくり」の目標達成に向け、事業を推進しており、地区内居住人口や生活利便施設が増加し、まちづくりイベント等も活発に開催しています。
　しかし、賑わいの創出や魅力ある都市空間の整備を担う複合施設の利活用や大分駅を中心とした様々な交通手段による結節機能の整備の等、完成の時期については、本計画期間の後期に集中していることなどから、本格的な可動による成果の発現に
ついて、充分発揮するまでには至らない状況が見受けられます。
　今後は、各施設整備の利活用を踏まえ、引き続き更なる南北一体化による都市機能の充実及び賑わいの創出、魅力ある都市空間の整備に取組みます。

・大分駅付近連続立体交差事業や大分駅南土地区画整理事業に関連する街路整備が整うことにより、生活の質及び安全・安心など多様な市民ニーズの向上に伴う居住人口の増加や大分駅へのアクセスが強化されている。
・情報文化新都心の核となる複合文化交流施設が整備され、交流と賑わいの拠点となっている。
・大分いこいの道と中央通りの連携強化による南北市街地の形成促進が求められる。
・大分駅を中心とした様々な交通手段による結節機能の充実が図られている。
・都市機能や施設の充実に伴い、中心市街地の魅力回復やさらなる賑わい創出が求められる。
・来街者に対する適切な案内と情報提供の充実が求められる。
・大分駅周辺の区画整理事業や民間開発の進展により生活の質や安全性の向上に資する居住環境の整備が図られている。

　大分市総合計画では、県都・中核市にふさわしい都市構造の構築に向け、総合的かつ計画的な都市の骨格形成を推進し、人にやさしく美しい都市空間の創造と整備を推進することとしている。また、全ての市民が利用できる複合文化交流施設による賑わ
いを創出するとともに、多様な都市機能を集積した、多くの人にとって暮らしやすい環境の整備を勧めるなど、大分駅南北における中心市街地の活性化を図り、風格と賑わいのある都市拠点の形成を目指す。
　大分市都市計画マスタープランでは、ＪＲ大分駅を中心とした南北市街地の一体化を図ると共に、既成市街地であり歴史的・文化的中枢を担ってきた駅北地区と新しい都心の形成が進む駅南地区の役割分担と相互連携による、新しい都心の形成を図る。
　大分駅南北軸を連結する都心南北軸の形成として、鉄道の高架化による南北市街地の分断を解消し、本市の玄関口であり、また交通結節拠点であるJR大分駅を中心に、南北市街地の連携による一体化を促進し、中心市街地のシンボルとなる都心南北
軸の形成を図る。
　また、個性ある文化を創造する拠点の形成として、歴史的資源が多く残るとともに、中心市街地におけるシンボル的な緑である大分城趾公園や都心の森など、多様な地域資源が豊富な地区の特性を活かし、市民や来街者が憩い・ふれあえる拠点の形成
を図る。
大分市中心市街地活性化基本計画では、「激変する商業環境へのエリアマネジメントによる経営戦略の構築」「変化するまちと既存ストックの連続性による魅力の向上」「コミュニティ連携による新たな賑わいのスチーム構築」を中心市街地活性化の目標とし
ている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

350,000人

まちなか滞留時間
毎年実施している「大分市中心部における通行量調査」に
よるまちなか滞留時間３時間以上の割合

目標２の指標として用いる。歩行者や自転車に配慮した空間を整
備するとともに賑わいを創出する拠点施設の整備を行い、年々減
少傾向にあるまちなか滞留時間を平成12年の水準まで回復するこ
とを目標とする。

29.7% 40.0%

歩行者通行量
毎年実施している「大分市中心部における通行量調査」の
土、日曜日の35地点の合計通行量

目標１の指標として用いる。市街地の南北一体化や賑わいを創出
する拠点施設の整備により、年々減少傾向にある地区内の歩行
者通行量を平成16年の水準まで回復させることを目標とする。

288,290人



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１　（目標１：中心市街地の南北一体化による都市機能の利活用と賑わい促進）

　○中心部へのアクセス強化及び様々な交通手段による結節機能の利活用を図る

　○にぎわい創出に向けた施設整備と施策による賑わい促進

■大分駅北口観光案内サイン設置
■大分駅北口駅前広場情報案内板設置
■中央住吉１号線修景
■中央住吉２号線修景
■中央町南春日線シェルター設置
□まちなかにぎわい創出事業
□環境にやさしい自転車のまちづくり啓発事業

整備方針２　（目標２：人にやさしい魅力ある都市空間の育み）

　○地域資源の有効活用に向けた適切な案内と情報提供により中心部の回遊性を育む

　○憩いの空間や多様なライフスタイルに対応した施設整備による地域の魅力を育む

■大分駅北口観光案内サイン設置
■大分駅北口駅前広場情報案内板設置
□まちなか出店サポート事業
□通行量調査
□大分都心南北軸トータルデザイン設計業務委託
□事後評価調査
□中心市街地循環バス運行事業

・



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 大分市 直 １基 Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ 11.5 11.5 11.5 11.5

デジタルサイネージ型案内板設置 大分市 直 ２基 Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ 20.0 20.0 20.0 20.0

高質空間形成施設 大分市 直 L=３３０ｍ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２６ Ｈ２８ 249.5 249.5 249.5 249.5

中央住吉２号線 大分市 直 L=３２０ｍ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２６ Ｈ２８ 328.3 328.3 328.3 328.3

中央町南春日線 大分市 直 L=４０ｍ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ 60.0 60.0 60.0 60.0

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 669.3 669.3 669.3 669.3 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
大分市 直 A=153ha Ｈ２６ Ｈ２９ Ｈ２６ Ｈ２９ 21.2 21.2 21.2 21.2

大分市 直 － Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ 6.0 6.0 6.0 6.0

大分市 直 － Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ 2.0 2.0

中心市街地循環バス運行事業 大分市 直 － Ｈ２７ Ｈ２９ Ｈ２７ Ｈ２９ 150.0 150.0 150.0 150.0

トータルデザイン策定調査 大分市中心市街地地区 大分市 直 － Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ Ｈ２６ 1.0 1.0 1.0 1.0

大分市 直 － Ｈ２６ Ｈ３０ Ｈ２６ Ｈ３０ 20.0 20.0 20.0 20.0

大分市 直 － Ｈ３０ H３０ Ｈ３０ H３０ 5.0 5.0 5.0 5.0

0.0

－ 0.0

－ 0.0

合計 205.2 203.2 203.2 205.2 …B
合計(A+B) 874.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大分市 国交省 A=49.6ha ○ H8 H26 69,000

大分市 内閣府 A=153ha ○ Ｈ25 Ｈ29

合計 69,000

交付対象事業費 874.5 交付限度額 393.5 国費率 0.45

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

観光案内サイン設置

中央住吉１号線

住宅市街地
総合整備
事業

環境にやさしい自転車のまちづくり啓発事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
まちなか出店サポート事業 大分市中心市街地地区

まちなかにぎわい創出事業 大分市中心市街地地区

大分市中心市街地地区

事業活用調
査

通行量調査 大分市中心市街地地区

事後評価調査 大分市中心市街地地区

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

大分駅南地区

第２期 大分市中心市街地活性化基本計画 大分市中心市街地

大分市中心市街地地区

地域創造
支援事業

0.0

事業 事業箇所名

大分駅南土地区画整理事業



都市再生整備計画の区域

　大分市中心市街地地区（大分県大分市） 面積 153 ha 区域
中央町１～4丁目、府内町１～3丁目、大手町１～3丁目、金池町1～5丁目、末広町1～2丁目、高砂町、都町1
～4丁目、大道町1～4丁目、顕徳町1～3丁目、東大道１～2丁目、金池南1～2丁目の全部及び上野町、桜ヶ
丘、荷揚町、六坊北町、寿町、大道5丁目、上野町、東大道3丁目の一部

大分駅付近連続立体交差事業区間

大分駅南土地区画整理事業

大分市中心市街地地区（面積153ha）

大分市役所

大分県庁

大分駅

国道１０号

国道２１０号

国道１９７号

大分ＩＣ

ＪＲ日豊本線

中心市街地活性化基本計画区域



都市再生整備計画の添付書類等（第１回変更）

交付対象事業別概要
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市
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市
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　大分市中心市街地地区（大分県大分市）　現況図

大分駅付近連続立体交差事業区間

大分駅南土地区画整理事業

大分市中心市街地地区（面積153ha）

大分市役所

大分駅

国道１０

国道２１０号

国道１９７号

大分ＩＣ

ＪＲ日豊本線

中心市街地活性化基本計画区域

大分県庁



交付限度額算定表（その１）

要綱第５に掲げる式による交付限度額（X） 百万円 規則第16条第1項に基づく交付限度額（Y) 223,239.0 百万円 本計画における交付限度額 393.5 百万円

規則第16条第１項に基づく限度額算定

Ａｕ ㎡ Ａｐ 0 ㎡ 住宅施設 0 円
公共施設の上限整備水準 公共施設の現況整備水準 建設予定戸数（戸） 超高層

区域面積（㎡） ○ 整備水準が明らかになっている類似市街地等からの推定 一般
推定現況整備水準(小数第２位まで) 合計 0
推定公共施設面積（㎡） 0 標準整備費（円/戸） 超高層 一般

北海道特別地区 41,310,000 33,500,000
個別公共施設の積み上げ 北海道一般地区 38,190,000 30,990,000

面積（㎡） 割合 特別地区 49,120,000 35,690,000
道路 - 大都市地区 37,170,000 30,180,000
公園 -

多雪寒冷地
区

41,510,000 32,370,000
広場 - 奄美地区 39,520,000 35,640,000

Ｃｌ 円/㎡ 緑地 - 沖縄地区 30,280,000 30,280,000
単位面積あたりの標準的な用地費 公共施設合計 0 0 一般地区 33,700,000 28,640,000

標準地点数
公示価格の平均値（円/㎡） Cnを考慮しない場合の交付限度額（Y1) 223239 百万円 市街地再開発事業による施設建築物 0 円

単位面積あたりの標準的な補償費 施設建築物の延べ面積（㎡）
当該区域内の戸数密度（戸/㎡） 標準共同施設整備費（円/㎡） 132,000
標準補償費（円/戸） ∑Ｃｎ 0 円

下水道 0 円 電線共同溝等 0 円
区域面積（㎡） 1,530,000 電線共同溝等延長（ｍ）

Ｃf 円/㎡ うち現況の供用済み区域面積（㎡） 標準整備費（円/ｍ） 680,000
標準整備費（円/㎡） 3,600

人工地盤 0 円
控除額 百万円 0 円 人工地盤の延べ面積（㎡）
まちづくり交付金とは別に国庫補助事業等により整備する施設 上限床面積（㎡） 9,400 標準整備費（円/㎡） 5,300,000

標準整備費（円/㎡） 630,500
協議して額を定める大規模構造物等 0 円

496000 調整池 0 円 大規模構造物等 協議状況 整備費（円）
調整池の容積（ｍ3）
標準整備費（円/ｍ3） 140,000

河川 0 円
河川整備延長（ｍ）

合計 496000 標準整備費（円/ｍ） 3,700,000 Ｃｎを考慮した場合の交付限度額（Y2) 223,239 百万円

要綱第５に掲げる式による限度額算定

基幹事業(A) 百万円 交付要綱第５　３）式の適用〔提案事業２割拡充〕
提案事業(B) 百万円 平成20年度二次補正予算の執行
合計 百万円 百万円 ○ 交付要綱第５　４）式の適用〔中活等の45%拡充〕

４）式の適用の場合、経過措置の適用
交付要綱第５　５）式・６）式の適用〔リノベ事業の50%拡充〕

交付対象事業費
669.3 ［１）式］　　α1=4(A+B)/5= 699.6
205.2 ［２）式］　　　 α2=10A/8= 836.6
874.5 交付限度額(X) 393.5

69000

施設名（事業名） 面積（㎡）
国庫補助事業
費等（百万円）

大分駅南土地区画整理事業 69000

250,500

0.003
44,000,000

23,000

69,000 地域交流センター等の公益施設（建築物）

0.45

その他の地域 0.40

725,700

6

393.5 X≦Yゆえ、

688,500

1,530,000

当該区域
の特性に
応じて国
土交通大
臣が定め
る割合

区域の面積が10ha未
満の地区

0.50

○
最近の国勢調査の結果
による人口集中地区内



交付限度額算定表（その２）

交付要綱第５に掲げる式による限度額算定（詳細）
※水色のセルに事業費等必要事項を入力して下さい。（百万円単位） 単位：百万円
○交付対象事業費（必ず入力 ） （百万円） （百万円）

基幹事業合計（A） 669.3 A （事業費） １）式で求まる額（4/10*(A+B)） 349.800 ① （国費）
提案事業合計（B） 205.2 B （事業費） ２）式で求まる額（5/9*A） 371.833 ② （国費）
合計(A+B) 874.500 （事業費） 上記①、②の小さい方 349.800 ③ （国費）
提案事業割合(B/(A+B)) 0.235 国費率（③÷(A+B)） 0.400 ④ （国費率）

○拡充の有無
以下の３つの拡充のうち、いずれかの拡充がある場合は、該当する欄に○を記入し、事業費等を入力。

○ （選択） ⇒ ３）式で求まる額（5/8*A） 418.313 ⑤ （国費）
（選択） ３)式の適用後（適用がある場合は３式反映） 349.800 （国費）

○ （選択） ３）式適用後の国費率（⑥÷(A+B)） 0.400 （国費率）

○拡充がある場合の事業費等
平成２０年度二次補正の執行がある場合及び４）式の適用がある場合は、以下に事業費等を入力。

A' （事業費） ③をA'に置き換えた額（A⇒(A-A')+9/8*A') 349.800 ⑧ （国費）
（国費） 執行額を足した額 349.800 ⑨ （国費）

補正適用後（上記⑧、⑨の小さい方） 349.800 ⑩ （国費）
補正適用後の国費率（⑩÷(A+B)） 0.400 ⑪ （国費率）

F （事業費） 適用前の国費率（⑩÷(A+B)） 0.400 ⑫ （国費率）

874.500 （事業費）

適用対象となる基幹事業合計(A") 669.3 A" （事業費） 適用対象事業費から求まる限度額 393.525 ⑬ （国費）
適用対象となる提案事業合計(B") 205.2 B" （事業費） 適用後の国費率（⑬÷(A"+B")） 0.450 ⑭ （国費率）
適用対象事業のうち翌年度以降の
執行事業費（H）

874.5 H （事業費） ４）式適用後の限度額（⑫×F+⑭×H） 393.525 ⑮ （国費）

拡充も考慮した交付限度額 393.525 ⑯ （国費）

○交付限度額、国費率の算出

交付対象事業費(A+B) 874.5 （事業費）
交付要綱第５に基づく交付限度額
（⑯を１万円の位を切り捨て）

393.5 ⑰ （国費）

国費率 0.450 ⑱ （国費率）

・平成２０年度二次補正予算の執行
・４）式の適用〔中活等の４５％拡充〕

防災対象事業（A’）
補正予算の執行額

適用対象となる交付対象事業費
(A"+B")

※４）式の適用を受ける場合で、経過措置を適用しない場合（H21以降新規地区）
は、Fの欄を記入せず、A"、B"を記入し、A"=A、B"=B、H=A"+B"=A+Bとなる。

交付対象事業費

４）式の適用を受ける
場合

平成２０年度二次補正
の執行がある場合

・３）式の適用〔提案事業２割拡充〕
⇒

⇒

⇒

⇒

計画の認定等の年度末までの執行
事業費（F）



(参考）年次計画

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

情報板 大分市 11.5 11.5

情報板 大分市 20.0 20.0

緑化施設等 大分市 249.5 115.0 56.7 77.8

緑化施設等 大分市 328.3 123.0 51.3 154.0

緑化施設等 大分市 60.0 60.0

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

計 669.3 329.5 108.0 231.8 0.0 0.0

提案事業

交付対象 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費

大分市 21.2 5.3 5.3 5.3 5.3

大分市 6.0 6.0

大分市 2.0 2.0

大分市 150.0 36.0 90.0 24.0

大分市 1.0 1.0

大分市 20.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

大分市 5.0 5.0

計 205.2 18.3 45.3 99.3 33.3 9.0

合計 874.5 347.8 153.3 331.1 33.3 9.0

累計進捗率　（％） 39.8% 57.3% 95.2% 99.0% 100.0%

トータルデザイン策定調査 大分市中心市街地地区

通行量調査

まちづくり活
動推進事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名

地域創造
支援事業

大分市中心市街地地区

大分市中心市街地地区

事業活用
調査

事業主体
細項目

環境にやさしい自転車のまちづくり啓発事業

大分市中心市街地地区

大分市中心市街地地区事後評価調査

中心市街地循環バス運行事業 大分市中心市街地地区

まちなか出店サポート事業

まちなかにぎわい創出事業 大分市中心市街地地区

高質空間
形成施設

中央町南春日線シェルター設置

デジタルサイネージ型案内板設置

中央住吉２号線修景

中央住吉１号線修景

事業主体事業箇所名

観光案内サイン設置

事業
細項目

地域生活
基盤施設



高質空間形成施設 単位：百万円

交付対象施設 施設名 事業主体 備考

設計費 用地費 施設整備費

緑化施設等 中央住吉１号線修景 大分市
Ｌ＝３３０ｍ、Ｗ＝１０ｍ
半たわみ舗装、街路灯

249.5 249.5

緑化施設等 中央住吉２号線修景 大分市
Ｌ＝３２０ｍ、Ｗ＝８ｍ
自然石舗装、街路灯

328.3 328.3

緑化施設等
中央町南春日線
シェルター設置

大分市
Ｌ＝４０ｍ、Ｗ＝４ｍ
Ｈ＝４．５ｍ

60.0 10.0 10.0 40.0

合計 637.8 10.0 10.0 617.8

・「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）
・「電線類地下埋設施設」は、備考欄に地中化の方式（自治体管路等）を記入。
・｢緑化施設等」及び「電線類地下埋設」について、道路区域内で整備する場合は、備考欄に道路の都市計画決定の有無、道路の改築を伴うか否かを記入。
・「緑化施設等」について、施設名欄、概要欄に整備内容を具体的に記入。

概要
（箇所数、規模等）

交付期間内
事業費

交付期間内事業費内訳



基幹事業 高質空間形成施設 中央住吉１号線修景

Ｌ
＝
３
３
０
ｍ
、
Ｗ
＝
１
０
ｍ

半たわみ舗装（例）

【事業目的】
グレードの高い都市空間を創出す
ることで、賑わい創出が図れる。

照明パース図



基幹事業 高質空間形成施設 中央住吉２号線修景

Ｌ
＝

３
２
０
ｍ
、
Ｗ
＝

８
ｍ

【事業目的】
グレードの高い都市空間を創出す
ることで、賑わい創出が図れる。

自然石舗装（例）

照明パース図



事業活用調査 ・ まちづくり活動推進事業 ・ 地域創造支援事業
（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費 うち用地費 うち整備費 うち購入費
□地域創造支援事業
・まちなか出店サポート
事業

〇テナントミックス
　中心部の空き店舗等の情報収集を行い、起業者に対し、空き店
舗等の情報提供や出店に関する相談、事業計画書作成支援等の
出店サポートを行う。また、出店効果が最大限に発揮されるよう、
出店場所や業種等についてアドバイスを行う。
　この事業を行うことで、中心部の空き店舗の有効利用と効果的
な店舗展開等をを促進し、中心部の活性化とにぎわい創出を目指
す。

大分市 Ａ＝153ha 平成26年度 平成29年度 21.2 21.2 ○テナントミックス
　空き店舗・空き事務所の情報収集及び起業
者に対する相談業務や事業計画書作成支援
等の業務に要する費用

〇イベントミックス
　中心部で開催されているイベント情報を収集し、イベントの効果
的な組合せや開催時期の調整等を行う。
　この事業を行うことで、情報発信やイベント効果を効率よく発揮さ
せ、中心部のにぎわい創出を目指す。

○イベントミックス
　イベント情報の収集及びイベントの効果的な
組合せや開催時期の調整、各種広報に要す
る費用

〇フォローアップ
　まちなか出店サポート事業について、大分市中心市街地活性化
協議会などにて進捗状況等の報告・協議などを行ない、関係機関
との調整を行なった上で、状況の変化に応じて事業などの改善等
が必要であればその対応を行なう。

　以上の３事業を効果的に展開することにより、歩行者通行量や
まちなかでの滞留時間増加を目指す。

○フォローアップ
　まちなか出店サポート事業について大分市
中心市街地活性化協議会などにて進捗状況
等の報告・協議を行なうに要する費用。

以上の３事業に要する費用

□地域創造支援事業
・まちなかにぎわい創出
事業

平成25年度に実施した「まちなかにぎわい実証実験」に参画した
団体に加え公募によって新たな参加者を募り、週末を中心ににぎ
わい創出に向けたイベント事業を連続的に開催する。これにより
中心市街地の更なる面的なにぎわいの創出と継続、定着化を図る
ことで、来街者の増加や回遊性の向上を推し進めていく。
○イベントの企画
　例：ファッションショー、アート＆パフォーマンス、
　　　赤ちゃんフェスタ、ハロウィン等
○憩い空間の整備
　例：オープンカフェ、イス、テーブル、パラソル等の設置

大分市 平成26年度 平成26年度 6.0 6.0 ○イベントの企画
　イベントの企画及び実施に要する費用
○憩い空間の整備
　イス、テーブル、パラソル等の設置に要する
費用

□地域創造支援事業
・環境にやさしい自転車
のまちづくり啓発事業

大分いこいの道を舞台に道路を活かした自転車競技大会及び関
連イベントを実施し、市内はもとより市外からの多くの観戦者を呼
び込むことにより、いこいの道を中心とした街中の賑わいを創出
し、中心市街地活性化を図る。

大分市 平成26年度 平成26年度 2.0 ○イベントの企画
　イベントの企画及び実施に要する費用

□地域創造支援事業
・中心市街地循環バス
運行事業

高齢者や子育て家族など、徒歩での長距離の移動が困難な方の
中心市街地における回遊性向上や、市美術館と新設される県立
美術館など距離が離れた南北の施設の移動の利便性を向上させ
るため、中心市街地において循環バスを運行させる。

大分市 平成27年度 平成29年度 150.0 84.0 66.0 ○バス車両購入
○バス車両ラッピング
○バス停整備
○運行委託費
○利用状況調査

□事業活用調査
・トータルデザイン策定
調査

都心南北軸を周辺の民有空間も含めたトータルデザインとして整
備するにあたり、行政を中心として、幅広い知識と経験を持ったデ
ザインアドバイザーの力を借りながら、市民の意見・意向を調査
し、賑わいの創出と人にやさしい魅力ある都市空間としての整備
に繋げる。

大分市 平成26年度 平成26年度 1.0 1.0 デザインアドバイザーから専門的な意見を求
め、市民の意見・意向の調査に要する費用

□事業活用調査
・通行量調査

中心市街地の通行量を毎年測定し、経年変化及びエリア毎の
通行量などを分析することで、本事業における施策の効果検
証を行い、より効果的な施策の展開に繋げる。

大分市 平成26年度 平成30年度 20.0 20.0 中心市街地における通行量調査及び結果分
析、施策の検証に要する費用

□事業活用調査
・事後評価調査

大分市中心市街地地区都市再生整備計画に関する事後評価に
必要な資料を収集・整理し、評価及び分析を行う。

大分市 平成30年度 平成30年度 5.0 5.0 都市再生整備計画の事後評価分析に要する
調査費用

その他事業費の主な使途概要事業名
交付期間内事業費

事業概要 事業主体 規模
交付期間内事業期間



提案事業 中心市街地循環バス運行事業

【目的】
　中心市街地における回遊性の向上を図るとともに、中心市街地を活性
化させる装置として、関係者で活用策を検討しながら、まちなかのにぎわ
いを創出する。

 高齢者や、子育て家族など、バリアフリーの観点から移動弱者の支援を
行う。
 市美術館と県立美術館等距離が離れた南北施設の移動の利便性を向
上させる。
 大分駅南地区に増加するマンション居住者（高齢者）や中心市街地に存
在する交通不便地域の住民の移動手段を確保する。
 中心市街地周縁部にある駐車場と連携し、循環バスでのアクセスを促
進する。
 各種イベントと循環バスを連携させ、バス利用のきっかけづくりを行う。
 各種民間団体と連携し、車体や車内空間を情報発信媒体やアート等を
身近に感じられる空間として活用する。




